
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ８月３１日（木）に、全校児童が参加して今年度のプール学習の成果を確かめる「校内水泳記録会」

を行いました。 

今年の夏はとても暑く、プールと言えども熱中症が心配されるとの理由から、晴れていても逆に入

れない日もあったのですが、１学期に１９日間、２学期に６日間と、例年以上にプールを利用するこ

とができました。 

暑さ対策のため、開始時刻を早めプールサイドにテントを設置して実施した水泳記録会では、どの

児童もプール学習で高めた力を精一杯に発揮しました。１・２年生は、「けのび」を全校の前で披露

し、長い距離を泳ぐことにも挑戦しました。１年生の岩渕葵さん、２年生の菅原健さんは、見事２５

ｍを泳ぎ切りました。３年生以上は、クロールや平泳ぎで、それぞれ距離や２５ｍ、５０ｍのタイム

を計測しました。どの子供も、練習の成果が十分に感じられる姿でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 校報 

 

 

 

 

 

発行：一関市立弥栄小学校  令和５年９月２２日  第６号      文責：栃内 宏之 

【学校教育目標】 

進んで学び 心豊かで 
たくましい子どもの育成 

 

【具体目標】 

学ぶ子ども 
助け合う子ども 
きたえる子ども 

○２年生 菅原健さんの３分間作文より 

 ぼくは、水えいの学しゅうで長くおよぐことができました。 

 これからは、もっと長くおよげるようにがんばります。３年生になったら、クロールをやるの

で、たくさんれんしゅうをして うまくなれるように がんばりたいです。もっとたくさんのおよぎ

をれんしゅうして、もっと水えいで できることをふやしたいです。 

５・６年生が着衣水泳を行いました 
 ９月１日（金）には５・６年生が、水辺の事故から身の安全を守る 

技能を高めることを目的に「着衣水泳」を行いました。衣服や靴を身 

に付けた状態で泳ぐことの大変さを確かめた後には、ペットボトルを 

使って浮かんだり泳いだりする練習をしました。 

 全国各地では、水の事故が、今年も発生しています。いざ巻き込ま 

れれば、大人でさえも命を落としかねないのが水の事故。着衣水泳を 

とおして子供たちには、何よりも事故に遭うことを未然に防ぐことの大切さを学んで欲しいと考え

ています。これからも、危険な場所に近づいたり、安全に関わるルールを破ったりすることのない

よう、お声がけをお願いします。 

 

  

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災 いざという時に「命」を守れる力を！ 

 弥栄は、昔から、すぐそばに流れている「北上川」の洪水の被害を何回も受けていて、その恐ろし

さを伝えるための「言い伝え」が残っているということを昨年もお話しました。その中の一つ、「丑

子畑のくも」というお話を紹介します。 

 

弥栄の丑子畑の川には、大雨が降ると北上川から魚がたくさんよってくるので、魚つりの人たちの

よい釣り場になっていました。 

ある日、釣り好きの男が、そこで釣りをしていると、水の中から一匹のくもがでてきたそうです。

「おやっ」と思って見ていると、くもは、男の足からすねにそろそろとはい上がってきて、ひざに糸

をからめ始めました。男は、「木とまちがったのだな。」と思い、そばの大きな木にくもの糸をからめ

てやりました。それでもくもは、何度も何度もひざに糸をからめてくるので、そのたびに大きな木に

糸をからめ、くもの糸はだんだん太くなっていきました。 

そのうち、辺りが暗くなってきたので、男は、道具を片づけて帰ろうとすると、「釣り人やあ、釣

り人やあ。」と呼ぶ声がしました。周りを見てもだれもいません。「何の用だあ。」「もっとつってけや

あ。」「いっぱい釣ったから、帰る。」と言ったとたん、 

「ヨイトコサー・ヨーイヤサァー」 

川の中から、ぞっとするような大きな声が聞こえ、大きなくもが 

水面から顔を出してくもの糸を引っぱり始めました。糸のからまっ 

ていた大木は、メリメリと引きぬかれ、ガラン、ゴロンと水の中に 

引っぱりこまれていきました。 

男は、おそろしくなって走ってにげました。後で聞くと、釣りに 

いったまま帰ってこなかった人が何人もいたそうです。 

 

このようなこわい話を語り継ぐことで、「大雨が降ったら川に近づいてはいけない」ということを

伝えたかったのかもしれません。昔の人たちが、大きな災害を経験することで得た教訓を、私たちは

しっかりと受け止め、生かす必要があるのです。 

 

〇９月５日(火)防災教室 〇９月１５日(金)避難訓練 

 一関西消防署の方を講師にお招きし実施し

た「防災教室」では、天気の急変や洪水等から

身の安全を守るための心得や方法について教

えていただきました。 

 以前は常識と考えられていた「雷が光ってか

ら音が聞こえるまでに間があれば大丈夫」や、

「金属を身に付けていなければ雷は落ちない」

は、間違った知識であるということや、天気予

報や警報を確かめ危険を回避することが大切

であるということを学ぶことができました。 

 講師の方は、「何よ 

りも自分の命を守る 

ことを最優先に」と 

繰り返し話していま 

した。 

 

 今年度２回目となる「避難訓練」では、火事

が発生した際の対応について確かめました。 

 教室から校舎外に避難する訓練では、「お・

は・し・も」の約束を守りながら全員が真剣に

避難することができました。 

 また、１・３・５年 

生は煙からの避難の仕 

方について消防署の方 

から教わり、２・４・ 

６年生は水消火器を使 

った「消火体験」を行 

いました。（「煙体験」 

は、機械の不調のため 

できませんでした。） 

〇「全校のつどい」での防災の話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 ９月５日（火）に行われた全校のつどいでは、防災に関して校長から次のような話をしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一関地方独唱大会で伸びやかな歌声を披露 
 ９月１３日（水）に一関文化センターで一関地方児童生徒独唱大会が行われました。 

 本校からは、３年生の菅原杏さんが６年生の山崎いちかさんの伴奏で「おかしのすきなまほう使

い」を、５年生の熊谷心羽さんが５年生の熊谷ほのかさんの伴奏で「すてきな一歩」を演奏しまし

た。どちらも曲にぴったりの表現で、夏休み中や休み時間にも練習を積み重ねた成果が存分に発揮

された素晴らしい演奏でした。 

笑顔があふれた「祖父母ふれあい参観」 
 ９月１２日（火）に、「祖父母ふれあい参観」を開催しました。 

新型コロナウイルスの影響から、実に４年ぶりとなりましたが、 

当日は２６名とたくさんの方々に申し込んでいただきました。 

 初めに行った独唱発表では、学校代表として一関地方独唱大会 

に出場する子供たちの演奏を披露しました。たくさんの拍手をい 

ただき、大きな自信になったようです。 

 ふれあい活動では、１～３年生は「昔遊び」を、４～６年生は 

「ニュースポーツ」を行いました。こま回しやお手玉などの遊び 

方を教えていただいたり、ボッチャやシャフルボードなどのニュ 

ースポーツを一緒にしたりしながら、楽しい交流の時間を過ごす 

ことができた子供たち。どの会場にも、笑顔があふれていました。 

最後までおつき合いいただき本当にありがとうございました。 

 

 

【講評より】 

 歌い出しから曲の雰囲気が伝わってきました。 

 曲に合った表現でした。高音の伸びＧｏｏｄ！ 

 

【講評より】 

 聴いている人を勇気づけるように歌い上げてく 

れました。ダイナミクスの表現も素晴らしい！ 

 

６年 山崎いちかさん  ３年 菅原杏さん ５年 熊谷ほのかさん  ５年 熊谷心羽さん 

岩手の世界遺産について学びました 
 ８月２５日（金）に、県職員の方２名を講師にお招きして、５・６年生が岩手県内にある世界遺産

について学ぶ「世界遺産出前授業」を行いました。 

 岩手県には、日本国内で２５件登録されている世界遺産のうちの 

３件があるということや、平泉中尊寺の金色堂は国宝にも第 1号で 

指定されたということ等を知り、子供たちは郷土岩手を誇りに思う 

気持ちを高めていました。縄文遺跡群で発掘された本物の土器に触 

れた時には、約４０００年以上前の人たちの暮らしの様子に思いを 

はせていたようです。 



  

   

９月２０日（水）に、一関運動公園陸上競技場で、一関地方小学校陸上競技大会が行われました。

昨年度は、６年生のみの参加でしたが、今年度は４年ぶりに５年生も参加しての開催となりました。 

弥栄小学校からは、５・６年生８名全員が選手として９種目にエントリーし、精一杯力を発揮する

姿をみせてくれました。 

今年は、とても暑い日が続き、例年以上に練習時間は短くなってしまいましたが、子供たちは、全

員が担当の先生からのアドバイスに真剣に耳を傾け、熱心に練習に取り組みました。その成果が、存

分に発揮された大会となりました。 

【出場選手の記録】 

〇井上 柾春 …６年男子８０ｍハードル 記録：１９秒９１ 

〇山崎 いちか…６年女子１００ｍ    記録：１７秒５６ 

〇熊谷 ほのか…共通女子走り幅跳び   記録：２ｍ６５ 

〇岩渕 亮太 …共通男子８００ｍ    記録：２分５３秒６０ 

〇熊谷 心羽 …共通女子８００ｍ    記録：２分５１秒８２ ☆８位入賞 

〇佐々木慎之介…共通男子走り幅跳び   記録：２ｍ５４ 

○千葉 奏亮 …５年男子８０ｍハードル 記録：２０秒０８ 

○小野寺陽翔 …５年男子１００ｍ    記録：１９秒７５ 

〇千葉奏亮、佐々木慎之介…６年男子４×１００ｍリレー 記録：１分０７秒１０ 

 井上柾春、岩渕亮太太太   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ２日（月） 安全の日、校内マラソン大会 

 ３日（火） 午前授業、下校 12:15 

 ４日（水） 県学習定着度状況調査(５年) 

 ５日（木） 就学時知能検査、 

       マラソン大会予備日 

６日（金） ＡＬＴ、クラブ 

９日（月） スポーツの日 

１０日（火） 全校のつどい、 

       学習発表会会場準備 

１３日（金） ＡＬＴ、クラブ、 

       生活習慣病予防検診(４年)  

１４日（土） いやさか祭り(４～６年太鼓出演) 

 

 

１６日（月） 復興の日、集金 

１７日（火） 木曜時程、学習発表会係会、 

下校：１・２年 15:10、３～６年 16:00 

１８日（水） 特別時程、下校 15:15、 

学習発表会総練習、わかくさ号 

２０日（金） ＡＬＴ、クラブ 

２１日（土） 学習発表会、下校 11:50頃 

２３日（月） 振替休日 

２７日（金） ＡＬＴ、代表委員会、委員会 

３１日（火） 児童のつどい、 

世代間交流(５・６年) 

        

 

２０日（木） 短縮５時間授業、下校 14:35 

       個別面談② 

２１日（金） １学期終業式 

一関地方陸上競技大会で大健闘！ 


